
※皆様からのご意見は広報などで、個人を特定しない情報として紹介させて頂く場合もあります。※皆様か
ら頂いた全ての個人情報は、区政のために使用し承諾無く第三者に提供しません。
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あなたの声をお寄せください！
千代田区議会へのご要望・ご意見をお書きください。

ご要望・ご意見（高齢者福祉・子育て施策・防災対策など）
住所　〒

電話番号

（フリガナ）
氏名

FAX:03-5211-3025
千代田区議会 新しい千代田

〒102-8688 千代田区九段南1-2-1（千代田区役所7F）Phone:03-5211-3671

FAX送信用紙

性別 年齢 職業
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詳しくは、千代田区議会ホームページhttp://kugikai.city.chiyoda.tokyo.jp/ をご覧ください。

詳しくは、千代田区議会ホームページhttp://kugikai.city.chiyoda.tokyo.jp/ をご覧ください。
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千代田区議会

千代田区議会

本年もよろしく
お願い申し上げます。

代
表
質
問

一
般
質
問

千
代
田
区
議
会

第
4
回
定
例
会

皆様のご意見を
お聞かせください。
千代田区議会「新しい千代田」に

電話・FAXで、お気軽にご相談ください。

電話：5211-3671
FAX：5211-3025

方分権に向け「都区のあり方検討会」での議論により、53項目が
区に移管されるべきとされたが、その場合のメリット、デメリット

はいかに？都区制度の今後の方向性をどのように認識しているか。

移管に伴う体制の整備や、特別区間の連携による共同処理の検
討が必要になるが、身近な自治体として自ら考え、処理すること

が望ましい。移管について方向性のみが決まったところだが、区民生活
の低下や停滞が生じぬよう、都区協議の進捗に対応していく。

年、50年経過した公共施設やインフラが更新の時期を向かえる。
少子高齢化により税収増も望めない。今後のあり方について見解

を問う？

集中投資した社会資本ストックの老朽化が進んでいる。適切な
改修と管理により建物などの長寿命化をはかり計画的な維持保

全に取り組む。

興小学校として産業遺産に指定されている九段小学校の建替え
について検討委員会で議論されている。重要物件の指定解除の

基準はあるか？区民の声は届くのか？

景観を大切にすることは、土地に対する愛着、誇り、帰属意識を形成
し、コミュニティ形成の一助と考える。人の財産の問題なので基準は

無いが地域環境の保全に勤める。区民参加の仕組みを検討する。

答弁

答弁

答弁

地

復
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代表質問（要旨）

た
か

さ
わ

ひ
で

ゆ
き

髙
澤
秀
行

所属委員会
環境文教委員会
議会運営委員会
災害対策特別委員会
懲罰特別委員会

千代田区議会　高澤秀行

都
区
制
度
に
つ
い
て

公
共
施
設
の

　
あ
り
方
に
つ
い
て

政
策
広
聴
に
お
け
る

行
政
評
価
制
度
と
の

関
係
に
つ
い
て

一
般
質
問

地
域
全
体
で

子
供
を
育
ん
で
い
く

環
境
の
整
備
に

つ
い
て

一
般
質
問

首
都
東
京
の
中
心
地

千
代
田
区
に

相
応
し
い
風
格
あ
る

街
路
樹
に

景
観
ま
ち
づ
く
り

重
要
物
件
に
つ
い
て

議
員
提
出
議
案
第
１（
１
議
案
可
決
）

千
代
田
区
議
会
会
議

規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

委
員
会
提
出
議
案
１（
１
議
案
可
決
）

固
定
資
産
税
及
び

都
市
計
画
税
の
減
免

措
置
等
の
継
続
を

求
め
る
意
見
書

「
震
災
復
興
小
学
校
」

千
代
田
区
立

九
段
小
学
校
の
沿
革

平
成
25
年
度
予
算
に

反
映
し
て
い
く

「
あ
な
た
の
声
」

頂
い
た
ご
要
望
・
ご
意
見

区
長
提
出
議
案
８（
８
議
案
可
決
）

東
京
23
区
清
掃
協
議

会
規
約
の
一
部
変
更

な
ど

【
東
京
新
聞
】（
２
０
１
２
年
12
月
8
日
朝
刊
）
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一般質問（要旨）

所属委員会
生活福祉委員会

（仮称）高齢者総合サポートセンター調査特別委員会
災害対策特別委員会

一般質問（要旨） 区民の皆様より多くのご意見をいただきました。

皆様のご意見は平成25年度予算要望いたしました。

千代田区議会　はやお恭一

所属委員会
環境文教委員会

（仮称）高齢者総合サポートセンター調査特別委員会

千代田区議会　林則行

一般質問（要旨）

か

わ
い

よ
し

ろ
う

河
合
良
郎所属委員会

生活福祉委員会
議会運営委員会
駅及び駅周辺環境整備特別委員会
懲罰特別委員会

千代田区議会　河合良郎

全で安心できる子供達の居場所づくりと同時に地域の教育
力の向上を目指した「放課後子どもプラン」の施行から5年が

経過した。学校内学童クラブと連携して実施している「放課後子ど
も教室（学び・遊び・体験活動）」の現状及びその成果と課題につい
て問う。

学年を越えて関わる機会の増加、保護者や地域の方によるボ
ランティア等、子供の健全な発達や地域の教育力向上に寄与

している。今後は夏休み中の開催等の拡充を検討する。

区の青少年の育成活動は様々な主催団体がそれぞれにイベン
トを実施している。これら既存の有機的資源を今後効率よく

有効に活用できないか。

類似した活動を整理し、関係諸団体による横断的な議論の場
の設置を検討する。

答弁

答弁

安

本

ミュニケーションとしての広聴活動の重要性、区民と行政の
協働における情報共有の必要性、区民意識を理解する行政評

価制度の仕組みなどの観点から質問を行う。

区民のニーズを把握し定性的に分析することが広聴の基本。
区民が情報発信の主体として活動するには、広範な意見・要

望・提言の聴取に努め、行政運営に反映していく事が大切。政策広聴
は全庁的に情報の共有化を図っている。内部評価は実施方法を見直
し基準の明確化を図る。評価指標の設定方法は一層明確な指標設定
に努める。平行して昼間区民の世論把握の仕組みを構築する。区民
参加型評価「フォーカス・グループ・インタビュー」の新手法につい
ては、研究、検討していく。

答弁

コ

の緑化は、平成10年3月に策定された『千代田区緑の基本計画』
が原点。これまでの緑化増進の成果と課題は？

千鳥ヶ淵四季の道の整備や、道路・公園のアダプトシステム等
の取組みをしてきた。区の緑被面積は15年間で約23ha、緑被

率は19％から21％に増加。

年10月に策定の『豊かな緑を育むための都市緑化植物ガイド
ライン』に例示されている都市緑化植物一覧表で街路樹に適

しているのは48種。区の街路樹は4905本。区が主体的に街路樹を首
都東京の中心地千代田区に相応しい街並みに整備していくべきで
はないか？ 

街路樹は、質の高い都市緑化を進めるために都市緑化植物ガ
イドラインを活用していきたい。関係部が密接に連携し具体

的に取組んでいく。 

■まちづくり
歩道について
歩道の車庫の入り口部分が車の出し入れのため低くなって
いる、足の悪い高齢者にはとても歩きにくい。人間優先の歩
道にしてください。　(女性)
　
景観について
江戸から続く由緒ある地域でさえ高層化されていくことに
憂慮する。（男性）
　
子どもの遊び場について
小さな子ども達が群れて遊べる場所を作って欲しい。
（女性）

飯田橋駅周辺の開発について
駅周辺の開発だけではなく駅も含めた再開発にして欲し
い。（匿名）

■子育て支援
ひとり親家庭のサポートについて
ひとり親手当てなどのサポートは年収制限が低めに設定さ
れている。本区は住宅費をはじめ物価が高い。頑張っている
ひとり親家庭の金銭面でのサポートを検討して欲しい。
(女性)

（抜粋）

答弁

答弁

区

昨

●
明
治
36
年
３
月
３
日

　
東
京
市
上
六
尋
常
小
学
校
認
可

　
九
段
小
学
校
は
明
治
36
年
区
の
要
請
を
受
け
東
京
市

　
長
尾
崎
行
雄
氏
が
設
立
認
可
、
東
京
市
上
六
尋
常
小

　
学
校
と
し
て
開
校
。

●
大
正
12
年
９
月
１
日

　
関
東
大
震
災
に
よ
り
校
舎
全
焼

　
関
東
大
震
災
後
、
政
府
は
東
京
の
復
興
を
推
進
す
る

　
た
め
に
帝
都
復
興
院
を
設
け
、
そ
の
総
裁
に
、
後
藤

　
新
平
氏
が
就
任
。
後
藤
氏
は
帝
都
復
興
計
画
を
策
定

　
し
7
年
を
か
け
て
復
興
事
業
を
実
行
。

●
昭
和
元
年
12
月
５
日

　
新
校
舎
竣
工

　
昭
和
元
年
年
、
九
段
小
学
校
は
震
災
復
興
小
学
校
と

　
し
て
改
築
さ
れ
て
以
来
、
八
十
有
余
年
の
歴
史
を
有
し

　
て
お
り
千
代
田
区
に
於
け
る
震
災
復
興
小
学
校
の
象

　
徴
で
あ
る
。

●
昭
和
９
年
７
月
31
日

　
東
京
市
東
郷
尋
常
小
学
校
と
改
称

●
昭
和
16
年
４
月
１
日

　
東
京
市
東
郷
国
民
学
校
と
改
称

●
昭
和
21
年
４
月
１
日

　
東
京
都
九
段
国
民
学
校
と
改
称

●
昭
和
22
年
３
月
29
日

　
千
代
田
区
立
九
段
小
学
校

●
平
成
5
年
4
月
1
日

　
千
代
田
区
立
千
代
田
九
段
小
学
校

●
平
成
6
年
1
月
1
日
　

　
千
代
田
区
立
九
段
小
学
校

●
平
成
15
年
6
月
3
日
　

　
千
代
田
区
「
景
観
ま
ち
づ
く
り
重
要
物
件
」
指
定

　
平
成
十
五
年
に
は
区
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
重
要
物
件
に

　
指
定
。

●
平
成
19
年
8
月
31
日

　
校
舎
壁
面
塗
装
改
修

●
平
成
21
年
2
月
23
日

　
経
済
産
業
省
「
近
代
化
産
業
遺
産
」
認
定

　
平
成
21
年
に
は
国
の
近
代
化
産
業
遺
産
に
認
定
。

　
千
代
田
区
に
現
存
す
る
唯
一
の
震
災
復
興
小
学
校
で
あ

り
、
登
録
有
形
文
化
財
に
ふ
さ
わ
し
い
価
値
を
備
え
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
設
計
は
東
京
市
学
校
建
設
課
が

担
当
、施
工
は
石
井
権
三
氏
が
請
け
負
い
ま
し
た
。
現
在
、

東
京
都
で
復
興
小
学
校
を
現
役
で
使
用
し
て
い
る
の
は
わ

ず
か
7
校
で
す
。
ま
た
、九
段
小
学
校
は
「
初
期
型
」（
窓

に
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
登
場
し
た
表
現
主
義
的
な

放
物
ア
ー
チ
を
用
い
て
い
る
こ
と
、
建
物
の
中
央
に
昇
降

口
、
そ
の
両
脇
に
階
段
室
を
配
し
、
両
翼
部
の
外
壁
を
前

に
出
す
こ
と
で
フ
ァ
サ
ー
ド
を
左
右
対
称
に
整
え
た
格
式

重
視
の
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
い
る
こ
と
。
廊
下
側
の
窓
の
床

上
高
さ
が
教
室
と
同
じ
750
㎜
と
い
う
特
徴
。
時
計
台
を
端

部
に
設
け
る
こ
と
で
横
長
3
階
建
の
形
態
を
強
調
し
、
放

物
ア
ー
チ
の
窓
を
並
べ
外
観
立
面
を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
ま
と

め
る
手
法
。）
の
優
れ
た
意
匠
の
校
舎
で
あ
る
こ
と
も
建

築
史
的
価
値
を
備
え
て
い

ま
す
。「
初
期
型
」
の
校

舎
は
23
区
で
九
段
小
学
校

を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し

た
。

※『
日
本
近
代
建
築
総
覧
』

　
に
お
い
て
も
「
特
に
価

　
値
が
高
い
」　
と
評
価

　
さ
れ
て
い
る
。

千
代
田
区
立
九
段
小
学
校
の
沿
革

九
段
小
学
校
の
建
築
物
と
し
て
の
価
値

ありがとうございます。皆様の貴重なご意見を今後の活動に活かし
て参ります。他のご意見も順次ご紹介させていただきます。


